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平成26年３月期第１四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成26 年３月期第１四半期累計期間（平成25 年４月１日から平成25 年６月30 日）の業績と、前年同期（平成

24年４月１日から平成24年６月30日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成26年３月期第１四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 25 年３月期第１四半期累計期間) 

746 176 174 103 2,186円39銭

当 期 実 績 （Ｂ） 
(平成 26 年３月期第１四半期累計期間) 

1,930 1,330 1,328 845 16,484円27銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,183 1,153 1,154 741 14,297円88銭

増 減 率            （％） + 158.6 + 653.6 + 663.3 + 713.1 + 653.9 

 

２．差異の発生理由等 

 前事業年度の後半から続く、いわゆるアベノミクス相場により、外国為替市場におけるボラティリティの高騰が多

くの顧客に多大な売買機会を与え、当社が提供している「せま割20」「せま割５」「らくトラ」などがマーケット環境

によっては顧客に収益の 適化をもたらし、また、外国為替市場のボラティリティが高まっている環境下で、全般的

に相場情報や戦略・戦術の情報を充実させて顧客への取引機会の一助に注力したことなどが奏功し、営業収益は

1,930,267千円（前年同期比158.6％増）と２四半期連続して大幅な増収となると同時に、四半期ベースでは３四半期

連続して過去 高の営業収益となりました。営業費用に関しては、前年同期に比べて人員数の増加、顧客取引高の増

加に伴うポイントプログラム等のコストが増加したこと、また、前事業年度に引き続きプロ野球「東京ヤクルトスワ

ローズ」とのオフィシャル・スポンサー契約などのプロモーション活動を通じてブランディングの強化なども継続し

て行って参りましたが、営業収益の増加率に対しては大きく抑制することができた結果、599,772千円（前年同期比

5.3％増）となり、営業利益は1,330,494千円（前年同期比653.6％増）と大幅な増益となりました。営業外収益は受取

利息等の計上により98千円、営業外費用は支払利息等の計上により1,857千円となった結果、経常利益は1,328,735千

円（前年同期比663.3％増）と、営業利益と同じく大幅な増益となりました。特別損益科目は計上がないため、税引前

四半期純利益は1,328,735千円（前年同期比663.3％増）、法人税等合計額として483,633千円計上した結果、四半期純

利益は845,102千円（前年同期比713.1％増）と、大幅な 終増益となり、営業利益、経常利益、四半期純利益の全て

において四半期ベースでの過去 高益となり、第１四半期終了時点で会計年度での過去 高益を計上した前事業年度

の営業利益、経常利益、当期純利益の全ての数値を上回る結果となりました。 

以  上 

 平成25年８月８日 


